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舟越保武と松本竣介を見に岩手県立

美術館（写真12）に行ってきま

した。舟越は長崎にある「二十六聖人殉

教者像」3の作者、松本は 36 歳という

若さで亡くなった洋画家で、どこかシャ

ガールを思い起こさせる「序説」という

絵4が印象に残りました。所蔵品といい

建物といい、岩手県立は三ツ星美術館で

した。

さらに思わぬ幸運だったのは、「ART 

SCRUM」と題した W 杯応援の企

画展。ラグビーをモチーフに 15 人の作

家の手になる作品が並んでいました。驚

いたことに 15 人の作家全員が、かつて

ラグビー選手だったこと。主将格は小澤

ラグビー神社その後

12　

▼ 左：9/19「埼玉新聞」　右：9/20「朝日新聞・埼玉版」。製作者の年齢が、かたや 37、かたや
47 になっていますが、どちらが正しいのか？　どうぞ、お好きなようにご判断を。

分霊そして W 杯地元開催のレガシーへ

征爾で、ラグビーで怪我をしてピアニス

トの道をあきらめ、指揮者の道に転じた

とか（作品はサインボール5）。女性も

ひとり、永山祐子という方がいて、履歴

をみたら「芸大ラグビー部マネジャー」

とありました。作品はマネジャーらしく

「魔法のやかん」6。中で気になったの

がラグビーボールをガラスの筒に封じ込

めた「Pass」という作品7。一番よかっ

たのは建築家・坂茂の「木造ラグビー

“ ボール ” パーク」8。ボール半分しか

作らず、これを鏡の上におくと、まるで

ボールは浮き上がったかのよう。

さて、わがラグビー神社はその後ど

うなったのか？　W 杯開幕の９

月 20 日に、分
みたまわけ

霊の儀が行われ、ガラス

のラグビーボールに神が宿りました。詳

しくは下の新聞記事を御覧ください。
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分霊の儀（９月 20 日・梅林堂箱田本店にて )


